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▲原案の報告を行う垣村和男委員長（中央）と山脇惠次副委員長（左）

都
市
計
画
指
針
策
定
へ
向
か
う

―
南
丹
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
報
告
―

　

平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
南
丹
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
原
案
が
７
月
15
日
に
、
南
丹
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員

会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
計
画
は
、

南
丹
市
の
都
市
計
画
区
域
、
主
に
市
街

化
区
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

的
な
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。
今
後
、

南
丹
市
都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問
し
、

答
申
い
た
だ
く
な
か
で
都
市
計
画
の
基

本
方
針
と
な
り
、
本
計
画
を
基
に
平
成

39
年
度
を
目
標
年
次
と
し
て
都
市
計
画

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
は
家
事
共
同
が
必
要
な
時
代

家
族
仲
良
く
暮
ら
せ
る
カ
タ
チ

―
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
―

　

第
５
回
南
丹
市
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
キ
ラ
リ
な
ん
た
ん
！
」

を
、
６
月
26
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
男
女
約
１
０
０

人
が
参
加
さ
れ
、「
ス
ー
パ
ー
主
夫
」
と

し
て
知
ら
れ
る
山
田
亮
さ
ん
の
講
演
を

聴
き
ま
し
た
。
山
田
さ
ん
は
、
自
ら
の

経
験
を
も
と
に
男
性
の
家
事
自
立
の
必

要
性
を
話
さ
れ
、
ま
た
「
人
と
人
が
支

え
あ
う
『
人
』
字
型
人
間
関
係
か
ら
、

お
の
お
の
が
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
、
そ
の

上
で
手
を
つ
な
い
だ
『
Ｍ
』
字
型
人
間

関
係
を
目
指
そ
う
」
と
提
言
さ
れ
ま
し

た
。

　
カ
ヌ
ー
の
実
技
指
導
を
通
し
て

青
少
年
の
育
成
・
交
流
の
場
を

―
大
堰
川
カ
ヌ
ー
教
室
―

　

八
木
カ
ヌ
ー
ハ
ウ
ス
に
は
、Ｂ
＆
Ｇ
財

団
か
ら
無
償
貸
与
を
受
け
た
カ
ヌ
ー
が

16
艇
あ
り
ま
す
。
今
年
も
小
学
５
年
生

以
上
を
対
象
に
、八
木
町
大
堰
川
で
「
カ

ヌ
ー
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
教
室

開
催
日
の
７
月
31
日
は
、
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
参
加
者
９
人
が
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
性

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
員
か
ら
乗
り

方
や
救
命
方
法
な
ど
の
指
導
を
受
け
た

後
、
乗
艇
。
参
加
者
は
す
ぐ
に
操
縦
に

も
慣
れ
、
み
ん
な
で
大
堰
橋
ま
で
下
る

な
ど
、
真
夏
の
水
面
で
の
会
話
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

▲身の上話も交え家族仲良く暮らす秘訣を伝授する山田亮さん

　
京
都
府
の
Ｅ
Ｐ
Ｚ
拡
大
を
受
け

市
の
地
域
防
災
計
画
見
直
し
へ

―
美
山
町
区
長
会
で
説
明
―

　

京
都
府
が
原
子
力
発
電
所
防
災
対
策

暫
定
計
画
を
策
定
し
、Ｅ
Ｐ
Ｚ（
防
災
対

策
を
重
点
的
に
充
実
す
べ
き
地
域
の
範

囲
）
を
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
拡
大
し
た

こ
と
に
伴
い
、
７
月
11
日
、
当
該
範
囲

の
一
部
が
掛
か
る
美
山
町
で
区
長
会
を

開
催
。
南
丹
市
に
お
け
る
今
後
の
地
域

防
災
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
佐
々
木
市
長
は
「
市
民
の
皆

さ
ん
の
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
心
配

事
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
計

画
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
理

解
を
求
め
ま
し
た
。

▲指導を受け、思い通りにカヌーを操る参加者

▲区民からの相談事や自分の考えを伝える区長

　
集
ま
れ
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

―
国
民
文
化
祭
１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
―

　

７
月
23
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館

で
、
国
民
文
化
祭
１
０
０
日
前
イ
ベ
ン

ト
「
な
ん
た
ん
も
の
づ
く
り
体
験
村
」〜

つ
く
る
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
！
〜
を
開

催
。
地
域
の
工
芸
家
や
も
の
づ
く
り
に

携
わ
る
団
体
が
虫
か
ご
や
木
の
お
も

ち
ゃ
づ
く
り
を
指
導
し
、
も
の
づ
く
り

の
楽
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
園

部
町
に
あ
る
聖
カ
タ
リ
ナ
高
校
や
京
都

府
立
農
芸
高
校
も
そ
れ
ぞ
れ
「
食
」、「
も

の
づ
く
り
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
、

子
ど
も
た
ち
に
丁
寧
に
指
導
。会
場
は
、

終
始
作
品
づ
く
り
に
打
ち
込
む
子
ど
も

た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

▲作品づくりに集中する参加者たち

身
近
な
自
然
を
五
感
で
感
じ
る

　

―
八
木
公
民
館
講
座
　
　
　
　

「
水
辺
の
観
察
会
第
１
〜
３
回
」―

　

７
月
３
日
、
自
然
環
境
の
大
切
さ
を

学
び
、
ふ
る
さ
と
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
に
、
水
辺
の
観
察
会
を
開
催
。
第

１
回
は
、
八
木
町
西
田
の
用
水
路
で
捕

獲
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月

17
日
の
第
２
回
・
学
習
会
（
八
木
公
民

館
）
で
は
、捕
獲
し
た
ス
ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ

ウ
な
ど
の
希
少
種
を
は
じ
め
、
魚
の
種

類
や
特
徴
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
第
３

回
で
は
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
の

見
学
も
行
い
、
参
加
し
た
18
人
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
自
然
を
体
で
感
じ
、

学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲八木町西田での捕獲作業の様子

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics

▲タグラグビーの試合（西本梅小）

▲池田広美さんから実技指導を受ける児童（胡麻郷小）

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
学
ぶ

―
平
成
23
年
度
ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用

　
　
　
　
　
　
　
　
体
力
向
上
事
業
―

　

文
部
科
学
省
・
公
益
財
団
法
人
日
本

体
育
協
会
「
子
ど
も
の
体
力
向
上
啓
発

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23
年
度

ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用
体
力
向
上
事
業
を

実
施
。
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
実
技
指

導
や
講
話
な
ど
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
に
触
れ
、
自
ら
ス
ポ
ー
ツ
を

や
っ
て
み
よ
う
と
す
る
き
っ
か
け
を
作

り
、
体
力
向
上
へ
の
意
欲
を
高
め
る
た

め
に
、
西
本
梅
小
学
校
、
胡
麻
郷
小
学

校
の
２
校
で
行
い
ま
し
た
。
７
月
１
日

に
は
西
本
梅
小
学
校
で
、
講
師
に
「
神

戸
製
鋼
ラ
グ
ビ
ー
部
」
の
大
八
木
淳
史

さ
ん
を
招
き
、
「
ス
ポ
ー
ツ
そ
し
て
ラ

グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
」
と
題
し
た
講
話

と
、
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
実
技
指
導
、

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
は
、
子
ど
も
や
女
性
に
も
な
じ
み

や
す
い
ラ
グ
ビ
ー
で
、
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
腰
に
巻
い
た
タ
グ
を
取
る
と
い

う
ル
ー
ル
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
ま

た
、
７
月
14
日
に
は
、
胡
麻
郷
小
学
校

で
池
田
広
美
さ
ん
を
招
き
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
。
子
ど
も
た
ち

は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
か
ら
指
導
を
受
け
、

熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。




